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審議会（ Financial Accounting Standards Board。以下、 FASB。） および国際会




ループ（ Joint Working Group。以下、 JWG。） によって公表されたドラフト基準
（以 下、 JWG ドラフト基準 。） における公正価値の考え方を述べる 。 そして 、 こ
れらの基準を参考にしながら、公正価値概念の体系、公正価値のヒエラルキーお
よび公正価値の本質について考察する。
　また、 IASB の「財務報告に関する概念フレームワーク」 １） における質的特性の
要素が変更されたことにより、 財務会計のあり方  ２） も変化した。これに伴い公正
価値の本質と当該概念フレームワークの間の整合性が問題となる。これまで会計
を支えてきた信頼性という要素が質的特性ではなくなったことにより、公正価値





　 従来の会計では製造業を前提とした考え方が基礎を成しており 、 収益と費用












　 この点について 、 国際会計基準委員会（ International Accounting Standards 
Committee。以下、 IASC。）は１９９６年 １２ 月のニュースレターにおいて、 「従来の
実現と原価に基づく測定概念は、金融商品の認識と測定を行うには十分でない。
 １）  IASB［２ ０１２  a］，企業会計基準委員会・財務会計基準機構監訳 ［２ ０１２］ 。





れる方向に進み始めている」 ３） と述べている。そして、 「金融商品の会計基準は金
融市場への参加者の情報ニーズに追いついていない」 ４） とも述べている。
　このように、金融商品の特性上、取得原価主義ではその実態を表すには限界が
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　取得原価主義会計が問題を惹き起こした例として、米国における貯蓄貸付組合
（ Saving and Loan Associates。以下、 S&L。）の危機が挙げられる。 「１ ９８０年 代
における S&L の危機は従来の原価主義会計の信頼性を失墜させ 、 これに代替す  












基準を公表した 。 IASB が２００８ 年に公表したディスカッション ・ ペーパー「 金
融商品の報告の複雑性の低減 」６） によると 、 その中で注目すべき基準は以下の財
 












 ３）  Ernst & Young［２ ００４］ ，新日本監査法人監訳［２ ００７］ 、１ -２ 頁による。
 ４）  Ernst & Young［２ ００４］ ，新日本監査法人監訳［２ ００７］ 、１ -２ 頁による。
 ５）  鳥飼裕一［１ ９９９］ 、１０５頁 。





　一方、 IASC は１９８８ 年に金融商品会計に関する研究を開始した。そして、 企業
の財務活動の実態を適切に反映させ、企業が抱えるリスクの程度やリスク管理能
力等も含めた的確な財務情報を投資家に対して提供するために 、 公開草案第４０
号（ E４０） 「金融商品（案） 」（１ ９９１年 ）と公開草案第 ４８号（ E４８） 「金融商品（案） 」
（１ ９９４年 ） を公表した。そしてこれらに対するコメントを考慮して、 第一段階で
表示と開示 、 第二段階で認識と測定の基準というように段階的な作成を経て 、
１９９５ 年には IAS 第３２号「金融商品：表示」 を公表した。 IASB（ IASC） はその
後も金融商品に関する基準を公表している。







 IFRS 第 ７  号「金融商品：開示」
④
 IFRS 第 ９  号「金融商品」
　ま た、 FASB と IASB は２００６ 年 に コ ン バ ー ジ ェ ン ス に 向 け た 覚 書
（ Memorandum of Understanding, MoU） を公表した。
　 上記からも分かるように 、 金融商品の測定の問題は１９８６年 の FASB による






察を行うが 、 まずはその足掛かりとして公正価値に対する JWG の考え方を述べ
る。 JWG とは、 １９９７年 に IASC が中心となって組成した組織で、これにはオー
ストラリア、カナダ、フランス、ドイツ、日本、ニュージーランド、イギリス、
アメリカ、ノルディック連盟および IASC の ９  カ国の会計基準設定主体および職
業会計士団体などからメンバーが参加した  ７） 。
　 JWG ドラフト基準は、 「金融商品すべてに公正価値測定を適用したならば、 ど
のような会計モデルとなるか」 ８） を検討した成果である。本節では、 JWG ドラフ
 ７）  山田辰己［２ ０１３］ 、２ ６頁 。
 ８）  山田辰己［２ ０１３］ 、２ ６頁 。
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ト基準における公正価値概念とその適用範囲を 、 JWG ドラフト基準公表前の
FASB および IASC におけるそれと比較する。
　まず、 FASB および IASC には公正価値が入口価格と出口価格のどちらである
かという規定は存在しなかった 。 これに対し 、 JWG ドラフト基準は 、 公正価値
を「 企業が、通常の事業上の考慮を動機として行われる独立第三者間取引で、測
定日において資産を売却したとすれば受け取ったであろう価格又は負債から解放
されたとすれば支払ったであろう価格の見積額である 」９） としている 。 つまり 、
FASB や IASC とは異なり、 JWG ドラフト基準は出口価格のみを公正価値として
いた １０） 。





　 JWG ドラフト基準はこの問題を解決するべく、 「企業は、 金融商品を当初認識
時に公正価値で測定し、 それ以降の各測定日においてもパラグラフ １２２ に記述さ
れた一定の未公開持分投資を除き、公正価値で測定しなければならない」 １１） とし
た。すなわち、基本的には全ての金融商品を公正価値で測定することを要求した
のである 。 この場合 、 当然、 信頼性の面で問題が出てくるのであるが 、 JWG ド
ラフト基準においては 、「 会計基準の設定には目的適合性と信頼性との二律背反
 







 ９）  Joint Working Group of Standard-setters［２ ０００］ ，日本公認会計士協会［２ ００１］、３ ８頁 。
 １０）  ただし、これは金融商品に関する規定である。
 １１）  Joint Working Group of Standard-setters［２ ０００］ ，日本公認会計士協会［２ ００１］、３ ８頁 。











値はまず 、 公正価値に主観的な要素を反映する 「 主観的公正価値」 をとるか 、 客









公表以前、 IASB における公正価値の定義は 、 入口価格と出口価格の両方の意味
を含んでいたと考えられる 。 当該定義では、「 企業が資産を購入しようとしてい
るのか売却しようとしているのかを特定して」 １３） おらず、入口価格とも出口価格




義していた。そこで、 IASB は、不備の改善と FASB とのコンバージェンスの観
点から、 IFRS 第１３号「公正価値測定」 において、公正価値を、 「測定日時点で、
市場参加者間の秩序ある取引において、資産を売却するために受け取るであろう
価格又は負債を移転するために支払うであろう価格 」１６）、 すなわち出口価格と定
（注） 図表 １  は筆者が作成した。
 １３）  IASB［２ ０１２  b］，企業会計基準委員会・財務会計基準機構監訳 ［２ ０１２］ ， para.BC３０ .
 １４）  IASB［２ ０１２  b］， para.BC３０ .
 １５）  IASB［２ ０１２  b］， para.BC３０ .





　な お、 完全市場においては資本市場理論上 、「 異常な期待収益があれば直ちに
裁定される」 １７） ので主観的公正価値と客観的公正価値は等しくなると考えられ、
さらに、 入口価格と出口価格、 取得原価と公正価値 １８） は等しくなると考えられる。
ただし、完全市場を想定することは現実的ではないので、本論文では不完全市場
を想定して議論を進める。
　 以上が公正価値概念の大まかな体系であるが 、 以下の２ . ２ では公正価値をイン































が、 ここで注目すべきはインプットである 。 インプットとは 、「 市場参加者が資
産又は負債の価格付けを行う際に使用するであろう仮定」 １９） であり、観察可能な
インプットと観察可能でないインプットがある。観察可能なインプットとは、 「入
手可能なデータ （ 実際の事象又は取引に関する公開されている情報 ） を基礎とし
て設定されたインプットで、市場参加者が資産又は負債の価格付けを行う際に用
いるであろう仮定を反映するもの」 ２０） である。観察可能でないインプットとは、
 １７）  古賀智敏［２ ００１］、６ １頁 。
 １８）  図 １  における最広義の公正価値を指している。
 １９）  IASB［２ ０１２  b］，付録 A.
 ２０）  IASB［２ ０１２  b］，付録 A.







































































































　 コスト ・ アプローチとは 、「 資産の用益能力を再調達するために現在必要とな
る金額（現在再調達原価と呼ばれることが多い） を反映する」 ２５） 評価技法である。
マーケット ・ アプローチとは、 「同一の又は比較可能な （すなわち、類似の） 資産、
負債又は資産と負債のグループ （ 事業など ） に関わる市場取引により生み出され
る価格その他の関連性のある情報を用いる」 ２６） 評価技法である。インカム・アプ
ローチとは、 「将来の金額 （例えば、キャッシュ・フロー又は収益および費用） を
 ２１）  IASB［２ ０１２  b］，付録 A.
 ２２）  IASB［２ ０１２  b］， para.７６ .
 ２３）  IASB［２ ０１２  b］， para.８１ .
 ２４）  IASB［２ ０１２  b］， para.８６ .
 ２５）  IASB［２ ０１２  b］， para.B８ .
 ２６）  IASB［２ ０１２  b］， para.B５ .
吉　良　友　人
９１





















扱うかについては ３ . ２ 以降で述べる。
??? ????????
　 ここでは財政状態計算書 ２８） の本質をどのように捉えるかを静態論と動態論の
考え方も踏まえて考察した上で、公正価値の本質について述べる。





















において、 ①（ X１ および X２  ） は市場価値２９） による評価を表わす。過去
から現在への矢印は、過去の取引の結果が現在の資産・負債の評価額に反映され
ていることを示している。現在から未来への矢印は、未来での認識を想定する考
 ２７）  IASB［２ ０１２  b］， para.B１０ .
 ２８）  本論文では過去の議論に関しても貸借対照表を財政状態計算書と書き換える。


















いた割引現在価値と捉えることもできる ３０） 。従って、 市場価値は特殊な割引現在
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　 IASB の「財務報告に関する概念フレームワーク」 では、 財務情報の基本的な質
的特性として、目的適合性と忠実な表現が挙げられている。そこでは 「目的適合
性のある情報は、利用者が行う意思決定に相異を生じさせることができる」 ３１） と
 ３０）  上野清貴［２ ０１１］ 参照。
 ３１）  IASB［２ ０１２  a］，企業会計基準委員会・財務会計基準機構監訳 ［２ ０１２］ ， para.QC６ .
?????????????????






































えて主観的公正価値も含まれる ３４） 。 IFRS 第１３ 号における公正価値の定義は、 前
者を表わしていると考えられる。
　しかしながら、 IASB の「財務報告に関する概念フレームワーク」 は、 目的適合
 ３２）  意思決定との関連性とは、 「会計情報が将来の投資の成果についての予測に関連する内容を含ん
でおり、企業価値の推定を通じた投資家による意思決定に積極的な影響を与えて貢献すること」
（企業会計基準委員会［２ ００６］、８ 頁。） を指す。
 ３３）  IASB［２ ０１２  a］， para.QC１２ .
 ３４）  図 １  参照。
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　ま た、 ３ . １で述べた公正価値の本質を考慮すれば 、 レベル  ３  の公正価値のよう  
に市場価値が入手不可能なものについてもその測定を積極的に行い、財務諸表に
計上するべきであろう。



















通りであろう。 IASB の「財務報告に関する概念フレームワーク」 では、 質的特性
の上位概念として信頼性に置換わって忠実な表現が挙げられているが、そもそも





　 検証可能性が欠けていた場合 、「 その情報が表現しようとしているものを忠実
 
に表現していない危険性が高くなる 」３７） と IASB の「 財務報告に関する概念フ
 ３５）  信頼性が概念フレームワークの質的特性として挙げられている中においてもこのような主張を
したことから、目的適合性を非常に重視していたことがわかる。
 ３６ ） IASB［２ ０１２  a］， para.BC３ .２４ .






















































 ３８）  IASB［２ ０１２  a］， para.BC３ .２２ .
 ３９）  IASB［２ ０１２  a］， para.QC２７ .

































に分類され 、 客観的公正価値は入口価格と出口価格に分類される 。 FASB や 
IASB において 、 入口価格と出口価格についての議論は出口価格で決着がついて
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